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第
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十
九
回
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術
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日 

時
：
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
四
日
（
土
） 

会 

場
：
佛
教
大
学 

紫
野
キ
ャ
ン
パ
ス 



佛
教
史
學
會
第
六
十
九
回
学
術
大
会
開
催
日
程 

日 

時
：
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
四
日
（
土
） 

会 

場
：
佛
教
大
学
紫
野
キ
ャ
ン
パ
ス
（
京
都
市
北
区
紫
野
北
花
ノ
坊
町
九
六
） 

 
午
前
の
部
（
午
前
十
時
～
十
二
時
） 

■
東
洋
部
会
（
一
号
館
四
一
八
教
室
） 

『
禅
法
要
解
』
の
四
諦
説 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佛
教
大
学 

田
中 

裕
成 

僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
よ
り
見
る
中
国
の
仏
伝
受
容 

 
 
 
 
 
 
 
 

龍
谷
大
学 

岸
田 

悠
里 

: 

と
く
に
涅
槃
の
場
面
を
中
心
と
し
て 

仏
名
経
類
と
三
階
教
の
関
係
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

大
手
前
大
学 

山
口 

正
晃 

■
日
本
部
会
（
一
号
館
四
二
〇
教
室
） 

称
徳
朝
の
仏
教
改
革 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 

日
本
学
術
振
興
会 

内
田 

敦
士 

「
学
山
」
根
来
寺
の
形
成
と
展
開 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

大
阪
府
教
育
庁 

三
好 

英
樹 

戦
前
と
戦
後
の
断
絶
と
継
続 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
古
屋
大
谷
高
等
学
校 

新
野 

和
暢 

―
高
神
覚
昇
『
般
若
心
経
講
義
』
を
事
例
に
― 

午
後
の
部
（
午
後
一
時
～
五
時
十
分
） 

■
合
同
部
会
（
一
号
館
四
二
〇
教
室
） 

 

幕
末
の
東
本
願
寺
と
東
照
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

大
谷
大
学 

平
野 

寿
則 

曇
鸞
『
無
量
寿
経
論
註
』
の
流
伝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
経
済
法
科
大
学 

辻
本 

俊
郎 

―
諸
師
の
引
用
文
よ
り
見
て
― 

氏
寺
と
「
知
識
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
医
療
保
健
大
学 

三
舟 

隆
之 

 

日
本
古
写
経
研
究
序
説 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学 

落
合 

俊
典 

 
 



研
究
発
表
（
午
前
）〈
東
洋
〉
① 

 

『
禅
法
要
解
』
の
四
諦
説 

 

佛
教
大
学 

田
中 

裕
成 

 
 

仏
道
に
入
っ
た
者
は
仏
果
や
阿
羅
漢
果
等
の
果
報
を
獲
得
す
べ
く
修
行
を
行
う
。
こ
の
修
行
の
方
法
は
経
典
や

論
書
に
説
か
れ
る
が
、
そ
の
方
法
を
ま
と
め
た
修
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、
禅
経
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
羅

什
に
よ
る
『
坐
禅
三
昧
経
』
に
関
し
て
は
念
仏
観
が
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
大
乗
研
究
者
に
よ
っ
て
重
要
視
さ
れ
て

き
た
。
一
方
で
、
近
年
で
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
と
し
て
も
、『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
』
や
経
部
的
思
想
が
見
い
だ

せ
る
こ
と
か
ら
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
『
坐
禅
三
昧
経
』
は
羅
什
が
『
大
智
度
論
』
訳
出
中
に
出
世
間
道
を
主
な
内
容
と
し
て
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
時
を
同
じ
く
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
書
物
と
し
て
『
禅
法
要
解
』
が
存
在
す
る
。
本
書

は
主
に
世
間
道
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
が
、
菅
野
［2

0
0

2

］
が
僅
か
に
触
れ
る
の
み
で
、
本
書
を
積

極
的
に
取
り
扱
っ
た
研
究
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
中
、
発
表
者
は
『
禅
法
要
解
』
中
に
『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
』

の
四
諦
説
（S

a
u

N
. 1

6
. 6

-4
0

）
に
相
当
す
る
漢
訳
が
散
文
の
形
で
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
新
た
に
発
見
し
、

そ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
し
い
こ
と
を
論
証
し
た
。 

 

さ
て
、
こ
の
『
禅
法
要
解
』
中
の
『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
』
は
『
禅
法
要
解
』
の
四
諦
説
の
教
証
と
し
て
引
用

さ
れ
る
。
『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
』
の
四
諦
説
に
つ
い
て
は
本
庄
［1

9
8

7

］
に
よ
っ
て
経
部
的
要
素
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
『
サ
ウ
ン
ダ
ラ
ナ
ン
ダ
』
を
教
証
と
す
る
『
禅
法
要
解
』
の
四
諦

説
に
も
経
部
的
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
『
禅
法
要
解
』
の
全
体
像
を
紹



介
し
た
う
え
で
、
『
禅
法
要
解
』
の
四
諦
説
を
と
り
あ
げ
、
《
婆
沙
論
》
に
説
か
れ
る
譬
喩
師
（D

ṛṣṭā
n
tik

a

）
等

の
四
諦
説
と
の
比
較
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。 

 
 



研
究
発
表
（
午
前
）〈
東
洋
〉
② 

 

僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
よ
り
見
る
中
国
の
仏
伝
受
容 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

: 

と
く
に
涅
槃
の
場
面
を
中
心
と
し
て 

 

龍
谷
大
学 

岸
田 

悠
里 

 

南
斉
か
ら
梁
に
か
け
て
活
躍
し
た
僧
祐
（4

4
5
-5

1
8

）
が
物
し
た
『
釈
迦
譜
』
は
、
中
国
に
お
け
る
仏
伝
書
と

し
て
、
第
一
に
指
を
屈
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
本
書
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
・
朝
鮮
半
島
に
も
影
響
を
与

え
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
伝
を
考
究
す
る
上
で
は
不
可
欠
の
書
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
『
釈
迦
譜
』
に
つ
い
て
は
未
だ
研
究
が
十
全
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
『
釈
迦
譜
』
が
諸
仏
典
の
中
か
ら
釈
迦
の
事
績
に
か
か
わ
る
伝
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
類
書
は
、
辞
典
や
百
科
全
書
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
編
纂
者
が
直
接
に
著
述
し
た
も
の
で
は
な

く
、
既
存
の
文
献
か
ら
の
引
用
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
引
用
文
を
何
ら
か
の
類
に
分
け
て
、
整
理

編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
に
編
纂
者
で
あ
る
僧
祐
独
自
の
思
想
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
本
書
は
長
ら
く
漢
訳
仏
伝
経
典
の
補
佐
的
位
置
に
置
か
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。 

 

本
発
表
で
は
、『
釈
迦
譜
』
の
中
で
も
と
り
わ
け
巻
四
「
釈
迦
双
樹
般
涅
槃
記
」
に
収
録
さ
れ
る
釈
迦
涅
槃
前

後
の
伝
に
注
目
し
、
中
国
が
い
か
に
仏
伝
を
受
容
し
、
ま
た
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
考
究
す
る
。
「
般
涅
槃

記
」
は
、
主
と
し
て
劉
宋
・
慧
観
等
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
か
ら
記
事
を
引
用
し
、
さ
ら
に
『
長
阿
含
経
』『
摩
訶

摩
耶
経
』
な
ど
の
諸
経
典
を
も
参
照
し
て
い
る
。
と
く
に
僧
祐
は
、
『
摩
訶
摩
耶
経
』
巻
下
の
中
か
ら
、
涅
槃
に

入
っ
た
釈
迦
が
、
生
母
で
あ
る
摩
耶
夫
人
の
為
に
再
び
棺
か
ら
起
き
上
が
っ
た
と
い
う
事
蹟
（
以
下
、
「
金
棺
出



現
」）
を
、
か
な
り
の
紙
幅
を
割
い
て
引
用
し
て
い
る
。『
摩
訶
摩
耶
経
』
の
訳
者
は
、
従
来
、
南
斉
の
曇
景
と
さ

れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
中
国
撰
述
経
典
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
僧
祐
自
身
は
『
摩
訶
摩
耶
経
』
を
失
訳
と
判
定

し
て
い
る
も
の
の
、
引
用
の
分
量
を
み
れ
ば
、「
金
棺
出
現
」
の
事
蹟
に
対
す
る
注
目
の
度
合
い
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
「
金
棺
出
現
」
が
、『
釈
迦
譜
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
涅
槃
前
後
の
事
蹟
の
一
つ
と
し
て
後
世
に

受
容
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。 

 

ま
た
、
武
周
期
（6

9
0

～7
0

5

）
に
は
「
金
棺
出
現
」
の
場
面
を
含
む
涅
槃
変
相
図
が
登
場
す
る
が
、
図
像
全
体

と
し
て
は
『
摩
訶
摩
耶
経
』
に
無
い
場
面
も
多
く
描
か
れ
、
む
し
ろ
『
釈
迦
譜
』
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
さ
ら

に
、『
釈
迦
譜
』
を
踏
ま
え
、
こ
う
し
た
涅
槃
変
相
図
中
の
「
金
棺
出
現
」
場
面
を
僧
祐
が
述
べ
る
よ
う
に
「
不

滅
の
徴
」
と
見
な
す
こ
と
で
、
本
場
面
が
単
な
る
「
孝
」
の
表
象
に
止
ま
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、『
釈
迦
譜
』
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
書
が
受
容
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
仏
伝
と
し
て
整
合

性
を
も
ち
、
規
範
と
し
て
後
世
に
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
中
国
独
自
の
仏
伝
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
可
能
性
を

指
摘
す
る
。 

 
 



研
究
発
表
（
午
前
）〈
東
洋
〉
③ 

 

仏
名
経
類
と
三
階
教
の
関
係
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
手
前
大
学 

山
口 

正
晃 

 

報
告
者
は
こ
れ
ま
で
、
敦
煌
出
土
の
仏
名
経
類
を
主
要
な
対
象
と
し
つ
つ
、
中
国
編
纂
の
歴
代
経
録
や
日
本
の

正
倉
院
文
書
を
も
俎
上
に
載
せ
て
、
隋
唐
期
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
中
国
、
さ
ら
に
は
周
辺
地
域
も
含
め
た
中
で
の

仏
名
経
類
の
流
布
状
況
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
は
、
大
正
蔵
な
ど

に
よ
っ
て
現
在
我
々
が
目
睹
し
う
る
仏
名
経
類
は
、
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
仏
名
経
類
の
中
の
ご
く
一
部
に
す

ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
在
ま
で
伝
世
さ
れ
て
き
た
の
は
訳
者
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

か
、
も
し
く
は
大
部
で
網
羅
的
な
仏
名
経
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
隋
唐
期
に
現
れ
た
も
の
（
一

部
北
朝
も
あ
る
が
）
で
あ
る
こ
と
、
言
い
換
え
る
と
そ
れ
以
前
の
初
期
の
段
階
に
お
け
る
雑
多
な
、
小
部
の
仏
名

経
類
は
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
歴
代
経
録
や
大
蔵
経
に
は
全

く
著
録
さ
れ
て
い
な
い
『
十
方
千
五
百
仏
名
』
と
い
う
仏
名
経
が
、
敦
煌
で
非
常
に
盛
行
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、

実
は
日
本
に
も
伝
来
し
て
い
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
我
々
が
認
識
し
て
い
る
以

上
に
、
は
る
か
に
豊
か
な
「
仏
名
経
の
世
界
」
が
、
ど
う
や
ら
か
つ
て
東
ア
ジ
ア
世
界
に
は
広
が
っ
て
い
た
と
思

し
い
。 

 

一
方
、
隋
唐
期
に
民
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
も
政
権
に
よ
り
た
び
た
び
弾
圧
を
被
り
、
や
が
て
史
上
か
ら
そ

の
姿
を
消
し
た
三
階
教
に
関
す
る
典
籍
が
敦
煌
文
献
の
中
に
発
見
さ
れ
た
の
が
百
年
余
り
前
。
以
来
、
矢
吹
慶
輝

の
大
著
を
始
め
と
し
て
近
年
の
西
本
照
真
の
重
厚
な
研
究
に
至
る
ま
で
、
三
階
教
に
関
す
る
多
く
の
こ
と
、
た
と

え
ば
三
階
典
籍
の
種
類
や
内
容
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
く
教
理
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
信
仰
の
実
践
に
関
わ
る
こ
と



な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
三
階
典
籍
と
し
て
の
仏
名
経
で
あ
る
『
七
階
仏
名
経
』
も
当
然
含

ま
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
、
上
記
し
た
よ
う
な
仏
名
経
類
全
体
と
関
連
付
け
て
分
析
す
る
研
究
は
、
管
見
の

限
り
見
当
た
ら
な
い
。 

 

そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
仏
名
経
類
全
体
の
中
に
お
け
る
『
七
階
仏
名
経
』
の
位
置
づ
け
を
探
り
つ
つ
、
三
階
教

盛
衰
の
背
後
に
透
け
て
み
え
る
い
く
つ
か
の
事
柄
に
関
し
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。 

 
 



研
究
発
表
（
午
前
）〈
日
本
〉
① 

 

称
徳
朝
の
仏
教
改
革 

 

日
本
学
術
振
興
会 

内
田 

敦
士 

 
 

称
徳
朝
（7

6
4

～7
7

0

）
は
、
仏
教
の
腐
敗
・
堕
落
の
極
致
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
辻
善
之

助
『
日
本
仏
教
史 

第
一
巻 

上
世
篇
』
（
岩
波
書
店
、1

9
4
4

年
）
に
お
い
て
、
多
く
の
史
料
に
基
づ
い
て
具
体
的

に
示
さ
れ
、
現
在
で
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
近
年
、
称
徳
朝
の
仏
教
政
策
を
再
評
価
す
る
動
き
が
あ
る
。
吉
川
真
司
氏
は
、
称
徳
朝
に
創
始
さ
れ

た
御
斎
会
は
、
そ
の
後
も
絶
え
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
、
護
国
法
会
の
中
核
を
担
い
続
け
た
こ
と
に
注
目
し
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
る
。
称
徳
朝
の
「
仏
教
政
治
」
に
は
確
か
に
行
き
す
ぎ
た
面
も
見
ら
れ
る
が
、
大
化
改
新
以
来
の

仏
教
政
策
の
集
大
成
で
も
あ
り
、
古
代
日
本
の
「
文
明
化
」
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。
光
仁
・
桓
武
朝

の
政
策
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
展
開
し
た
も
の
と
い
え
る
。
光
仁
・
桓
武
朝
も
確
か
に
小
画
期
と
認
め
ら
れ
る
が
、

あ
ま
り
に
そ
れ
ば
か
り
を
強
調
す
る
と
、
桓
武
の
宣
揚
し
た
「
王
朝
交
替
の
物
語
」
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
（「
大

極
殿
儀
式
と
時
期
区
分
論
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』1

3
4

、2
0
0

7

年
）
。
こ
の
指
摘
は
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

本
報
告
で
は
、
内
田
敦
士
「
景
雲
一
切
経
の
写
経
・
勘
経
事
業
と
称
徳
・
道
鏡
政
権
」（『
続
日
本
紀
研
究
』39

9

、

2
0

1
2

年
）、
同
「
南
京
三
会
の
成
立
に
関
す
る
再
検
討
」（『
日
本
歴
史
』7

9
5

、2
0
1

4

年
）
な
ど
、
報
告
者
が
行

っ
て
き
た
関
係
す
る
研
究
を
踏
ま
え
て
、
称
徳
朝
に
お
け
る
仏
教
政
策
を
再
検
討
し
た
い
。
吉
川
氏
も
注
目
し
た

御
斎
会
に
つ
い
て
は
、
前
後
の
時
代
の
護
国
法
会
体
系
と
の
関
係
や
、
僧
侶
統
制
に
お
け
る
意
義
を
追
究
す
る
こ



と
で
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
る
。
ま
た
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
景
雲
一
切
経
の
写
経
・
勘
経
事
業
に
関
し

て
は
、
旧
稿
で
は
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
疏
の
勘
経
に
つ
い
て
、
関
係
史
料
の
再
検
討
を
行
う
。

こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
っ
て
、
称
徳
朝
の
仏
教
政
策
に
は
、
腐
敗
や
堕
落
で
は
な
く
、
改
革
と
評
価
で
き
る
側
面
が

あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 
 



研
究
発
表
（
午
前
）〈
日
本
〉
② 

 

「
学
山
」
根
来
寺
の
形
成
と
展
開 

 

大
阪
府
教
育
庁 

三
好 

英
樹 

 
 

紀
伊
国
根
来
寺
（
和
歌
山
県
岩
出
市
）
は
、
平
安
時
代
後
期
に
覚
鑁
に
よ
っ
て
高
野
山
上
に
創
建
さ
れ
た
伝
法

院
（
の
ち
大
伝
法
院
）
と
と
も
に
展
開
す
る
真
言
寺
院
で
あ
る
。
十
三
世
紀
末
、
大
伝
法
院
方
は
金
剛
峯
寺
方
と

の
対
立
か
ら
高
野
山
上
を
離
れ
、
末
寺
の
存
し
た
根
来
の
地
へ
と
活
動
の
拠
点
を
移
動
、
そ
の
後
、
根
来
の
地
に

て
仏
（
本
尊
・
伽
藍
）・
法
（
仏
事
法
会
）・
僧
（
僧
侶
組
織
）
と
い
っ
た
三
宝
と
経
済
基
盤
を
順
次
備
え
た
こ
と

で
、
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
、
根
来
寺
大
伝
法
院
を
中
心
と
す
る
根
来
寺
を
成
立
さ
せ
た
。 

十
六
世
紀
、
根
来
寺
は
、
西
洋
で
発
行
さ
れ
た
「
メ
ル
カ
ト
ル
世
界
図
」
中
の
日
本
列
島
に
「M

ia
co

」
（
都
）

と
並
ん
で
「N

e
g
ra

」（
根
来
）
と
記
さ
れ
る
ほ
ど
、
ま
た
、
鵜
呑
み
に
は
出
来
な
い
も
の
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
本
史
』
に
坊
院
数
二
千
か
ら
三
千
、
僧
侶
数
八
千
か
ら
一
万
人
と
記
述
さ
れ
る
ほ
ど
、

日
本
列
島
を
代
表
す
る
大
寺
院
と
な
る
。
考
古
学
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
四
五
〇
を
超
え
る
坊
院
や
堂

舎
が
建
ち
並
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
、
中
世
後
期
に
お
け
る
地
方
の
顕
密
寺
院
の
展
開
は
、
そ
の
主
た
る
要
因
と
し
て
行
人
方
に
よ
る
諸

活
動
が
重
視
さ
れ
、
根
来
寺
に
お
い
て
も
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
の
行
人
方
に
よ
る
活
発
な
流
通
・
経
済
活

動
や
武
力
行
使
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寺
院
の
寺
院
た
る
所
以
、
つ
ま
り
寺
院
の
根
本
的
な

存
立
基
盤
で
あ
る
宗
教
や
信
仰
に
基
づ
く
活
動
も
、
寺
院
の
展
開
上
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

行
人
も
修
験
道
な
ど
様
々
な
仏
道
修
行
を
行
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
寺
内
に
お
け
る
仏
事
法
会
や
教
学
研
鑽
の
主



た
る
担
い
手
は
、
や
は
り
学
僧
で
あ
る
。 

本
報
告
で
は
、
中
世
根
来
寺
の
展
開
過
程
を
、
未
だ
詳
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
学
僧
の
あ
り
様
に
注
目
し
て
考
察

す
る
。
そ
の
際
、
全
国
か
ら
根
来
寺
へ
と
修
学
の
た
め
に
訪
れ
た
学
僧
で
あ
る
客
僧
に
着
目
し
、
寺
内
で
の
存
在

形
態
や
修
学
の
実
態
、
そ
の
時
代
的
な
変
遷
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
学
問
寺
院
と
し
て
の
姿
、「
学
山
」
と
し
て

の
根
来
寺
の
形
成
と
展
開
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 
 



研
究
発
表
（
午
前
）〈
日
本
〉
③ 

 

戦
前
と
戦
後
の
断
絶
と
継
続 

―
高
神
覚
昇
『
般
若
心
経
講
義
』
を
事
例
に
― 

 

名
古
屋
大
谷
高
等
学
校 

新
野 

和
暢 

 
 

本
発
表
の
目
的
は
、
仏
教
思
想
に
関
す
る
、
戦
中
と
戦
後
の
連
続
性
と
断
切
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
高
神
覚
昇
著
『
般
若
心
経
講
義
』
を
主
た
る
テ
キ
ス
ト
に
用
い
る
て
、
戦
中
か
ら
戦
後
を
い
き
た
仏
教

家
の
思
想
構
造
に
迫
る
。 

そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
著
者
で
あ
る
高
神
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
で
あ
る
。
彼
は
戦
時
中
、

戦
争
を
肯
定
す
る
発
言
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
に
対
す
る
先
行
研
究
も
複
数
存
在
す
る
。「
『
兵

隊
の
犠
牲
に
よ
つ
て
日
本
が
前
進
す
る
。
』
私
共
銃
後
の
国
民
は
ま
さ
し
く
こ
の
言
葉
を
神
の
声
、
仏
の
教
と
し

て
う
け
と
る
べ
き
だ
と
お
も
ふ1

」
な
ど
と
い
っ
た
戦
争
協
力
の
発
言
は
、
敗
戦
を
境
に
鳴
り
を
潜
め
る
が
、
そ
の

戦
争
肯
定
が
社
会
的
背
景
に
起
因
し
て
い
た
の
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
に
初
版
本
が
上
梓
さ
れ
て
以
来
、
現
在
も
読
ま
れ
続
け
て
い

る
仏
教
書
で
あ
り
、
か
つ
、
内
容
の
改
訂
が
１
９
４
７
（
昭
和
２
２
）
年
に
な
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
星
野
英

輝
が
「
戦
時
下
仏
教
者
の
思
想
構
造
―
高
神
覚
昇
を
例
と
し
て
―
」2

で
こ
の
著
作
の
資
料
的
価
値
を
明
ら
か
に
し

                                        

        

 
1 

『
靖
國
の
精
神
』
高
神
覚
昇
著
、
１
９
４
２
年
６
月
２
５
日
、
第
一
書
房
、
１
０
５
頁
。 
2 

『
近
代
仏
教
』
第
５
号
、
１
９
９
８
年
３
月
、
所
収
。 



て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
戦
中
と
戦
後
の
二
つ
の
書
籍
を
校
訂
す
る
と
、
戦
争
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
言
説
を

削
除
す
る
改
訂
に
留
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
共
産
主
義
に
対
す
る
言
説
の
削
除
な
ど
、

時
代
的
な
問
題
が
背
景
に
見
え
て
く
る
。
さ
ら
に
、
戦
後
版
に
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
八
紘
一
宇
の
思
想
に
つ

い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
改
訂
と
は
、
何
等
か
の
事
情
に
よ
っ
て
相
応
し
く
な
い
と
再
判
断
し
た
結
果
、

削
除
や
加
筆
、
文
言
修
正
を
施
す
行
為
で
あ
る
。
ゆ
え
に
戦
中
版
と
戦
後
版
に
見
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
変
更
箇
所
を

確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
前
と
戦
後
の
思
想
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
の
一
助
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

今
回
の
発
表
で
は
、
こ
う
し
た
改
訂
の
事
実
を
整
理
し
検
討
を
加
え
、
さ
ら
に
、
同
時
期
に
出
版
及
び
改
訂
出
版

が
な
さ
れ
た
友
松
圓
諦
著
『
法
句
経
講
義
』
と
の
比
較
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
戦
中
戦
後
を
生
き
た
仏
教
家
の
思

想
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 
 



研
究
発
表
（
午
後
）〈
合
同
〉
① 

 

幕
末
の
東
本
願
寺
と
東
照
宮 

 

大
谷
大
学 

平
野 

寿
則 

 
 

東
本
願
寺
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）、
退
隠
の
身
に
あ
っ
た
第
十
二
代
の
教
如
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝

利
し
た
徳
川
家
康
か
ら
京
都
烏
丸
六
条
に
寺
地
の
寄
進
を
受
け
て
寺
基
を
定
め
た
こ
と
に
始
ま
る
。
つ
い
で
上
野

国
厩
橋
妙
安
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
親
鸞
の
木
像
が
寄
進
さ
れ
、
慶
長
八
年
に
阿
弥
陀
堂
、
翌
九
年
に
は
御
影
堂

を
建
立
し
遷
仏
・
遷
座
が
な
さ
れ
、
こ
こ
に
両
堂
が
な
ら
び
た
つ
東
本
願
寺
が
別
立
し
た
。
そ
の
後
も
唐
門
・
鐘

楼
な
ど
寺
観
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
二
代
将
軍
秀
忠
か
ら
寺
地
安
堵
の
朱
印
状
を

得
て
、
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
に
は
、
三
代
将
軍
家
光
か
ら
新
た
に
境
内
地
東
方
に
寺
地
を
加
増
さ
れ
た
（
現

在
の
渉
成
園
）
。
そ
し
て
、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
の
親
鸞
の
四
百
回
忌
を
迎
え
る
に
あ
り
両
堂
の
改
築
が
進

め
ら
れ
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
に
御
影
堂
、
少
し
遅
れ
て
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
は
阿
弥
陀
堂
が
竣
工

し
、
壮
大
な
規
模
の
伽
藍
と
な
っ
た
。 

そ
の
の
ち
、
天
明
・
文
政
・
安
政
・
元
治
と
四
度
の
焼
失
に
遭
い
、
そ
の
た
び
に
門
末
が
一
丸
と
な
っ
て
再
建

を
な
し
た
が
、
同
時
に
、
幕
府
か
ら
御
用
林
や
資
金
を
拝
領
す
る
な
ど
、
多
大
な
援
助
を
得
た
事
業
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
格
別
な
由
緒
か
ら
、
幕
末
の
混
乱
期
、
両
者
は
再
び
結
び
つ
き
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を

象
徴
す
る
の
が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
「
東
照
宮
別
堂
」
造
立
の
通
達
で
あ
る
。
こ
れ
は
安
政
度
の
再
建

に
下
賜
し
た
材
木
の
余
材
で
、
現
阿
弥
陀
堂
南
側
に
堂
宇
を
建
立
し
、
家
康
の
位
牌
を
安
置
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
同
年
三
月
に
は
、
親
鸞
六
百
回
忌
に
合
わ
せ
て
釣
燈
籠
や
幔
幕
が
寄
進
さ
れ
て
お
り
、
翌
年
に
は



完
成
し
た
東
照
宮
本
殿
で
遷
座
・
移
徙
の
法
要
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
、
将
軍

後
見
職
の
一
橋
慶
喜
や
十
四
代
将
軍
家
茂
が
上
洛
し
て
、
幕
府
権
力
の
回
復
を
は
か
る
た
め
朝
幕
交
を
お
こ
な
っ

た
が
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
東
本
願
寺
で
あ
っ
た
。 

本
報
告
で
は
、
幕
末
の
政
治
情
勢
の
な
か
で
両
者
が
結
び
つ
き
を
深
め
て
い
く
様
子
を
整
理
す
る
と
共
に
、
境

内
地
に
造
立
さ
れ
た
東
照
宮
の
諸
相
を
取
り
上
げ
、
そ
の
企
図
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。 

 
 



研
究
発
表
（
午
後
）〈
合
同
〉
② 

 

曇
鸞
『
無
量
寿
経
論
註
』
の
流
伝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
諸
師
の
引
用
文
よ
り
見
て
― 

 

大
阪
経
済
法
科
大
学 

辻
本 

俊
郎 

 
 V

a
s
u

b
a

n
d

h
u

 

（
世
親
、
西
暦
四
〇
〇
～
四
八
〇
年
）
著 

B
o
d

h
iru

ci 

（
菩
提
流
支
、
西
暦
五
〇
八
～
五
三

五
年
ま
で
訳
出
に
従
事
）
訳
『
無
量
寿
経
論
』
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
も
現
存
せ
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
も

な
く
、
漢
訳
一
本
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
字
句
の
異
同
が
甚
だ
し
く
、
筆
者
の
調
査
に

よ
る
と
大
き
く
『
無
量
寿
経
論
』
系
と
曇
鸞
（
西
暦
四
七
六
～
五
四
二
年
）『
無
量
寿
経
論
註
』（
以
下
、『
論
註
』

と
す
る
）
抽
出
本
系
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。「
高
麗
再
雕
版
」
テ
キ
ス
ト
と
『
論
註
』
抽
出
本
と
を
比
べ
た
場

合
、
二
〇
〇
字
ほ
ど
も
字
句
の
異
同
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
者
は
宋
版
、
高
麗
再
雕
版
、
古
写

本
系
の
三
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
諸
師
の
著
作
に
引
用
さ
れ
た
『
無
量
寿

経
論
』
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
・
隋
代
に
お
い
て
は
曇
鸞
『
論
註
』
抽
出
本
、
古
写
本
系
が
、
新
羅
に
お
い

て
は
曇
鸞
『
論
註
』
抽
出
本
、
日
本
の
平
安
時
代
に
は
曇
鸞
『
論
註
』
抽
出
本
、
古
写
本
系
の
テ
キ
ス
ト
が
確
認

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
系
統
、
お
よ
び
諸
師
が
見
た
『
無
量
寿
経
論
』

テ
キ
ス
ト
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

今
回
の
発
表
で
は
『
無
量
寿
経
論
』
で
は
な
く
、
中
国
に
お
け
る
『
論
註
』
テ
キ
ス
ト
の
流
伝
状
況
を
諸
師
の

引
用
文
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
曇
鸞
『
論
註
』
は
中
国
大
陸
に
お
い
て
い
つ
し
か
散
逸
さ
れ
、
清
朝
末
期
に
な
っ



て
よ
う
や
く
日
本
か
ら
の
逆
輸
入
の
形
で
再
び
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
曇
鸞
『
論
註
』
は
道
綽
（
西

暦
五
六
二
～
六
四
五
年
）『
安
楽
集
』、
智
顗
偽
撰
（
西
暦
八
世
紀
前
半
）
『
浄
土
十
疑
論
』
、
延
寿
（
西
暦
九
〇
四

～
九
七
五
年
）『
宗
鏡
録
』、
『
万
善
同
帰
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
西

暦
十
世
紀
に
活
躍
し
た
延
寿
に
よ
っ
て
『
論
註
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
西
暦
十
世
紀
、
す
な
わ
ち

宋
代
初
期
ま
で
『
論
註
』
が
中
国
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
問
題
は
そ
う
単

純
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
近
年
に
な
っ
て
柴
田
泰
先
生
に
よ
っ
て
延
寿
が
『
論
註
』
本
文
を
引
用
し
た
の
で

は
な
く
、
道
綽
『
安
楽
集
』
に
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
『
安
楽
集
』
か
ら
の
孫
引
き
だ
と
結
論
付
け
ら
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
曇
鸞
『
論
註
』
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
中
国
大
陸
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、

実
は
先
行
研
究
の
見
解
が
分
か
れ
、
明
ら
か
で
は
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。 

そ
こ
で
今
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
先
学
の
諸
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
道
綽
『
安
楽
集
』、
智
顗
疑
撰
『
浄
土
十
疑
論
』
、

延
寿
『
宗
鏡
録
』、
『
万
善
同
帰
集
』
に
引
用
さ
れ
た
曇
鸞
『
論
註
』
本
文
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
本
土

に
お
い
て
い
つ
ご
ろ
ま
で
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
突
き
詰
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。 
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近
年
で
は
、
寺
院
の
造
営
に
壇
越
以
外
に
参
加
し
て
い
る
氏
族
の
存
在
か
ら
、
有
力
氏
族
を
中
心
と
し
た
「
知

識
寺
」･｢

知
識
寺
院｣
と
い
う
概
念
を
指
摘
す
る
説
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
知
識
寺
」･

「
知
識
寺
院
」

は
、
従
来
の
「
氏
寺
」
と
い
う
概
念
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で｢

金
井
沢
碑
文｣

や｢

既
多
寺
知
識
経｣

･

「
西
琳
寺
縁
起
」
な
ど
か
ら
「
知
識
」
の
形
態
を
分
析
し
、
氏
族
研
究
の
成
果
も
加
え
て
「
氏
寺
」
の
性
格
を
再

検
討
し
た
い
。 

「
西
琳
寺
縁
起
」
で
は
文
氏
を
中
心
に
姻
族
や
地
縁
的
関
係
を
結
ぶ
氏
族
も
寺
院
の
造
営
な
ど
に
参
加
し
て
お

り
、
ま
た
「
既
多
寺
知
識
経
」
の
写
経
事
業
で
も
針
間
国
造
・
針
間
直
氏
を
中
心
と
す
る
擬
制
的
な
血
縁
集
団
に

地
域
小
集
団
と
な
る
よ
う
な
地
縁
的
関
係
氏
族
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
上

巻
十
縁
の
説
話
で
も
、
方
向
悔
過
の
法
会
に
壇
越
を
中
心
と
す
る
親
族
以
外
に
他
人
を
含
め
た
法
会
の
衆
が
参
加

し
て
お
り
、
造
寺
や
写
経
な
ど
の
よ
う
な
仏
教
事
業
に
は
血
縁
集
団
を
中
心
と
し
な
が
ら
地
縁
的
関
係
を
結
ぶ
氏

族
も
参
加
し
て
共
同
体
の
関
係
強
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
た
め
寺
院
に
お
い
て
も
、
壇
越
の
氏

族
を
中
心
と
し
な
が
ら
血
縁
関
係
で
は
な
い
他
氏
族
が
参
加
し
て
い
る
た
め
、
「
知
識
寺
院
」
と
し
て
認
識
さ
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
基
盤
と
な
る
本
質
は
や
は
り｢

氏｣

の
同
族
関
係
で
あ
る
。 

「
知
識
」
に
は
そ
の
形
態
か
ら｢

自
発
型
知
識｣

と｢

徴
発
型
知
識｣
が
存
在
す
る
と
考
え
る
が
、
ど
ち
ら
も
壇
越

と
そ
の
同
族
を
含
む
共
同
体
を
中
心
に
地
縁
的
地
域
共
同
体
が
参
加
す
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
、
従
来
そ
れ
ら
を



｢

知
識
寺｣

や｢

知
識
寺
院｣

と
み
な
し
て
き
た
が
、
そ
れ
自
体
が
実
は
「
氏
寺
」
の
実
態
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
し

た
が
っ
て
「
氏
寺
」
と
は
従
来
、
氏
族
の
族
長
・
氏
上
の
建
立
が
建
立
し
氏
族
一
門
の
擁
護
帰
依
を
受
け
た
寺
で

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
血
縁
を
中
心
と
す
る
氏
族
一
門
だ
け
で
な
く
擬
制
的
同
族
関
係
を
結
ぶ
氏
族
と
、
さ
ら

に
は
血
縁
集
団
で
は
な
い
地
縁
的
関
係
の
氏
族
も
含
め
て
、
そ
の
共
同
体
を
維
持
し
て
い
く
精
神
的
な
紐
帯
と
な

る
も
の
が
「
氏
寺
」
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。 
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従
来
「
日
本
古
写
経
」
と
い
う
名
辞
は
、
主
に
文
化
財
な
ら
び
に
書
道
史
方
面
か
ら
の
視
点
に
基
づ
く
用
語
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
仏
教
学
・
仏
教
史
学
か
ら
は
特
段
研
究
対
象
と
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

日
本
古
写
経
の
厳
密
な
定
義
も
な
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
日
本
古
写
経
に
独
自
の
文
献
的
特
徴
を
有
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
も
な
か
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
平
成
２
年
に
七
寺
一
切
経
か
ら
古
逸
経
典
が
発
見
さ
れ
俄
然
日
本
古
写
経
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
こ

の
七
寺
一
切
経
は
院
政
期
も
終
焉
を
迎
え
よ
う
と
し
た1

1
7

5

年
か
ら1

1
8
0

年
に
か
け
て
尾
張
地
方
で
書
写
さ
れ

た
一
切
経
で
あ
っ
た
が
、
書
写
指
針
に
法
勝
寺
や
梵
釈
寺
な
ど
の
当
時
著
名
な
蔵
経
を
有
す
る
大
寺
院
に
拠
っ
た

こ
と
か
ら
一
地
方
寺
院
の
地
域
的
特
徴
と
限
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。 

そ
の
後
、
七
寺
一
切
経
の
調
査
と
並
行
し
て
金
剛
寺
一
切
経
・
興
聖
寺
一
切
経
・
西
方
寺
一
切
経
な
ど
も
行
わ

れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
平
安
・
鎌
倉
写
経
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
藍
本
（
書
写
底
本
）
は
奈
良
写
経
と
想
定
さ
れ

る
。
た
だ
し
北
宋
勅
版
（
開
宝
蔵
・
蜀
版
）
を
底
本
と
す
る
写
経
も
三
十
部
前
後
見
ら
れ
る
の
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

「
日
本
古
写
経
」
は
、
仏
教
学
上
の
価
値
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
主
張

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
系
譜
論
的
考
察
か
ら
日
本
古
写
経
の
中
核
を
な
す
奈
良
朝
勅
定
一
切
経
は
唐
長
安

仏
教
の
テ
キ
ス
ト
を
写
瓶
の
よ
う
に
伝
承
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
天
平
写
経
、
神
護
景
雲
写
経
な
ど
国
家
が
そ
の



機
能
を
総
動
員
し
て
書
写
し
た
日
本
に
お
け
る
宮
廷
写
経
と
称
し
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。 

第
二
は
日
本
古
写
経
の
本
文
は
開
宝
蔵
系
や
江
南
諸
蔵
や
契
丹
蔵
と
異
な
り
、
独
自
の
テ
キ
ス
ト
群
で
あ
っ
て
、

そ
の
本
文
の
相
違
は
僅
少
と
は
い
え
重
要
で
あ
る
。
『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
の
よ
う
に
刊
本
大
蔵
経
本
と
日
本
古
写
経

本
と
全
く
異
な
る
テ
キ
ス
ト
す
ら
現
出
し
て
い
る 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
日
本
古
写
経
の
集
成
が
、
仏
教
学
研
究
の
今
日
的
必
須
要
件
に
相
違
な
い
が
そ
の
分
量
が

膨
大
で
あ
り
困
難
を
極
め
た
。
そ
こ
で
奈
良
朝
の
勅
定
一
切
経
に
焦
点
を
当
て
そ
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
作
成
す

れ
ば
そ
の
価
値
が
一
目
瞭
然
に
な
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
具
体
的
に
は
正
倉
院
聖
語
蔵
本
を
中
心
に
他
の
奈
良

写
経
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
集
成
し
、
刊
本
大
蔵
経
も
含
め
た
諸
本
の
文
献
学
的
研
究
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。 

 
 



 


